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◆◇　調査研究報告『自然と文化』第31号刊行しました　◇◆
平塚市博物館調査研究報告『⾃然と⽂化』第 31号を刊⾏しました。下記について報告しています。博物館受付でお求め
ください（A4判 103 ページ 1200 円）。郵送ご希望の⽅は博物館管理担当までお申込みください（送料別）。
●タイトル一覧

■平塚市域出土古代瓦の出土状況についての覚書／若林勝司

■徳本行者の相模化益とその名号塔／妹尾親司

■大雄山最乗寺参道の二十八宿道標について（１）－現況調査報告を中心に－／平塚市博物館 星まつりを調べる会

■平塚市域における地震地盤特性／森 慎一・平塚地質調査会

■吉沢地区（宮下川周辺）の植物相／石井正子・内野郁夫・小磯洋子・小林久枝・佐々木あや子・杉山裕子・田中好子・

恒川礼子・中村静男・藤吉敬子・松下弓子・山口育子

■山梨県におけるヒメアマツバメとガビチョウの繁殖記録／西　教生

■湘南海岸における海浜植物　ハマボウフウとビロードテンツキの個体数分布／藤吉敬子・座安彰男・藤吉正明

■ 2007 年の太陽黒点／鳫　宏道・沢村泰彦

■平成十八年度春期特別展　記念講演録「片岡村が生んだ福住正兄を見直す」／金原左門

来月開催！

博物館こどもフェスタ 2008
 来る 5⽉ 6⽇（⽕・振り替え休⽇）に第三回⽬となる「博
物館こどもフェスタ」を開催します。
 ⽕起こし体験、漂着物クラフトづくり、草笛コンサート、
天体観察など、⼤⼈も⼀緒に楽しめるイベントがもりだくさ
んです。詳細は「あなたと博物館」の次号でお知らせします。
お楽しみに！
昨年のこどもフェスタより 「二宮金次郎体験」
特別展にちなみ、 薪を背負い昔の本を手にした金次郎像コスプレで記念写

真を撮れるコーナーでした

　4月と5月の寄贈品コーナーは、平成19年度に寄贈された資料か

ら展示します。今月ご紹介する人文部門では、民俗分野27件85点、

歴史分野9件50点の計36件135点の寄贈をいただきました。

　民俗資料では、19年度に御神輿２基と万燈といった祭礼関係の

大型資料が寄贈されました。御神輿は北金目の中久保交友会と中

原の中宿町内会の寄贈で、すでに常設展示しています。万燈は馬

入文化財保存会より、大中小三つのうち大万燈と中万燈が寄贈さ

れました。戦前、神明社の祭礼では三

本の万燈を担いで歩き屋台の巡行を先

導しました。大万燈は重量が16貫目(

約60㎏＝昔の米俵と同じ)あり、力自慢が担ぎました。戦後は屋台の巡行が途絶え、万燈

も神社の倉庫に眠っていたのですが、平成16年に古い万燈をモデルに新しく製作し、端

（小）万燈と中万燈が山車を先導するまでに復活しています。

　こうした祭礼関係の資料は、従来あまり寄贈が無かったのですが、平成17年度の特別

展「平塚のお祭り」がきっかけになり、様々な情報やモノが人を介して出入りするよう

になりました。特別展は到達点ではなく、さらなる展開への出発点でもあることを実感

しています。

　他に寄贈品コーナーでは、河内三橋講中の庚申講表具、庄治郎丸で大漁時に立てたト

モジルシという船旗、昭和20年代の蚊取線香、マッチ箱と箸袋のコレクション、防空ず

きんなどを展示します。

寄贈品コーナー「新資料展（人文部門）」
4月11日（金）～5月7日（水）

庄治郎丸のトモジルシ

神明社例祭で屋台を先導する中万燈と端万燈

２００８年




